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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月24日(2012.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　図２は、図１のＡ－Ａ断面図である。図２に示されたように溝部１３Ａが第１音叉型水
晶振動片１０Ａの表面Ｍｅ及び裏面Ｍｉから凹んで形成されているので、振動腕１２Ａの
Ａ－Ａ断面はほぼ「Ｈ」型となっている。また図２において、溝部１３Ａはウエットエッ
チングによりＺ軸方向で第１音叉型水晶振動片１０Ａの表面Ｍｅ及び裏面Ｍｉから中央に
向かって幅狭くなるように形成されている。また、溝部１３Ａの深さＷ２は、第１音叉型
水晶振動片１０Ａの厚さＷ１の約３５～４５％である。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　このような構成によって、引出電極３２１が貫通電極３１４（図１７を参照）を介して
外部電極３１５（図１７を参照）に接続されれば外部電極３１５と励振電極とがそれぞれ
導電し第５音叉型圧電振動片１０Ｅの振動腕１２Ａは振動する。
 
【手続補正３】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記第２エッチング工程は、前記音叉型水晶振動片における前記第１股部又は前記端面
の少なくとも一方をマスクで覆ってエッチング剤に浸漬する請求項１または請求項２に記
載の音叉型水晶振動片の製造方法。
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